
 

 

再生医療研究室 

室長 金村米博 

【概要】 

再生医療研究室では、各種ヒト細胞を応用した「細胞治療」を新しい先進的な医療として確立

させることを目標に、治療に使用する各種ヒト細胞の培養・加工プロセスの開発、治療用ヒト細

胞の品質管理並びに安全性評価に関する技術開発などの研究を行なっています。また、ヒト幹細

胞を応用した薬剤毒性評価系の開発と新規治療薬候補化合物の探索を目指した基礎的研究を実

施しています。 

 

【主な研究テーマ】 

１．治療用ヒト細胞培養プロセスの開発 

治療に使用する各種ヒト細胞を培養・加工する方法として、ヒト細胞培養専用施設（セルプロ

セッシングセンター）の管理・運用法の開発、およびセルプロセッシングセンター内でのヒト細

胞培養プロトコールの開発を行っています。また、細菌・真菌検査や遺伝子検査などを組み込ん

だ治療用ヒト細胞の品質検査法の開発などを行なっています。さらに、世界に先駆けて開発・導

入した細胞培養用アイソレータシステムを用いたヒト細胞培養プロトコールの開発を手掛けて

います。 

 

２．ヒト神経幹細胞および間葉系幹細胞の品質管理技術の開発 

再生医療に使用する細胞として、組織幹細胞であるヒト神経幹細胞および間葉系幹細胞さらに

ヒト iPS 細胞由来神経幹細胞などを主な研究対象として、細胞増殖能、染色体構造、細胞表面マ

ーカー発現様式、細胞分化能等を詳細に解析してこれら細胞の生物学的特性を明らかにし、医療

応用するための細胞の品質管理に必要な項目の策定とその検査方法の開発を行っています。 

 

３．悪性脳腫瘍に対する細胞免疫療法の開発 

脳神経外科との共同事業として、悪性脳腫瘍の症例を対象に、末梢血中のリンパ球を抗 CD3

抗体とインターロイキン２を用いて活性化させて後に点滴投与する細胞治療（活性化リンパ球療

法）を実施しています。また、悪性グリオーマの症例を対象に、エレクトロポレーション法を用

いた自己腫瘍組織抗原の導入とゾレドロン酸による活性化処理を併用して作成された樹状細胞

（DC）ワクチンの安全性と有効性を検証するための臨床研究を実施しています。 

 

４．ヒト幹細胞を応用した薬剤毒性評価系の開発と新規治療薬候補化合物の探索 

ヒト iPS細胞由来神経幹細胞を主に使用して、各種薬剤の毒性評価をハイスループットで評価

するシステムの開発を行っています。また、ヒト神経幹細胞やグリオーマ幹細胞を標的とする新

規治療薬候補化合物の探索を実施しています。 
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金村米博：難治性てんかん患者由来 iPS細胞を用いた新規創薬基盤の構築。厚生労働科学研究

費補助金（創薬基盤推進研究事業）「難治性てんかん患者由来 iPS 細胞を用いた新規創薬基盤
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SNO 16th Annual Scientific Meeting, Orange County, California, USA, 2011 年 11月 
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金村米博，山崎麻美：難治性脳形成障害症の分子病態の解析と新規分子診断法および治療技術

の開発．社団法人日本脳神経外科学会第 70回学術総会，神奈川県横浜市，2011年 10月 
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木谷知樹，埜中正博，金村米博，横田千里，角野喜則，押田奈都，森 康輔，山中一功，中島 伸，
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角野喜則，埜中正博，金村米博，正札智子，馬場庸平，永野大輔，山崎麻美，中島 伸：高齢

者悪性神経膠腫に対する遺伝子解析とテーラーメード治療への応用の検討．社団法人日本脳神

経外科学会第 70回学術総会，神奈川県横浜市，2011年 10月 

 

横田千里，埜中正博，角野喜則，木谷知樹，馬場庸平，押田奈都，森 康輔，金村米博，山中

一功，中島 伸，山崎麻美：水頭症に合併した脊髄空洞症に対する内視鏡下第三脳室底開窓術

の有用性の検討．社団法人日本脳神経外科学会第 70回学術総会，神奈川県横浜市，2011年 10

月 
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水洋志，中村雅登，岡田洋平，岡野栄之，山崎麻美：ヒト iPS細胞を応用したヒトグリオーマ

幹細胞の薬剤感受性評価．第 29回日本脳腫瘍学会学術集会，岐阜県下呂市，2011年 11月 
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生：膠芽腫における MGMT 遺伝子 promoter 領域メチル化の定量的評価の試み．第 29 回日本

脳腫瘍学会学術集会，岐阜県下呂市，2011年 11月 
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金村米博：ヒト iPS 細胞の実用化を支援する周辺技術開発．次世代医療システム産業化フォー

ラム，大阪市，2011年 5月 

 

金村米博：臨床の現場から．市民公開セミナー がん免疫細胞治療の最前線，大阪市，2011

年 9月 

 

金村米博：悪性脳腫瘍に対するテモダールと活性化自己リンパ球療法および樹状細胞ワクチン

療法の使用経験．南大阪最先端医療研究会，泉佐野市，2011年 10月 

 

金村米博：悪性グリオーマの分子診断体制と細胞免疫治療法の開発．文部科学省橋渡し研究支

援推進プログラム・橋渡し研究ネットワーク構築事業シンポジウム 西日本のトランスレーシ

ョナルリサーチ ネットワーキングで活性化－“ACT West”基盤整備とプロジェクト展開，吹

田市，2011年 1月 

 

金村米博：ヒト iPS 細胞由来神経幹細胞を応用した薬物安全性評価システムの開発（ヒト iPS

細胞を用いた新規 in vitro毒性評価系の構築）．スーパー特区フォーラム in大阪，豊中市，2011

年 1月 

 


